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輝くまちへ 輝くまちへ キラリ 
魅
力
あ
る
中
核
都
市
を
め
ざ
し

魅
力
あ
る
中
核
都
市
を
め
ざ
し 

魅
力
あ
る
中
核
都
市
を
め
ざ
し 

市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
を
結

ぶ
架
け
橋
と
し
て
発
行
し
て
い
る

「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」
が
、
６
月

１５
日
号
で
創
刊
５
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た
。

創
刊
は
今
か
ら
５１
年
前
、
旧
田

辺
町
が
大
住
・
草
内
・
三
山
木
・

普
賢
寺
の
４
か
村
を
編
入
統
合
し

た
翌
年
の
昭
和
２７
年
５
月
で
、
名

称
は
「
田

辺
町
政
だ

よ
り
」
で

し
た
。

当
時
は

２
か
月
に
一
度
の
発
行
で
し
た
が
、

今
で
は
欠
か
せ
な
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
月
２
回
発
行
を
し

て
い
ま
す
。

本
市
は
、
昭
和
４０
年
代
後
半
か

ら
大
都
市
近
郊
の
住
宅
地
開
発
に

よ
っ
て
人
口
が
急
増
し
、
今
で
は
、

関
西
を
代
表
す
る
中
核
成
長
都
市

と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
、

日
々
発
展
を
し
て
い
ま
す
。

広
報
紙
の
創
刊
５
０
０
号
は
も

ち
ろ
ん
通
過
点
で
す
。

今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
「
広
報
き

ょ
う
た
な
べ
」
が
よ
り
一
層
信
頼

さ
れ
、
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に

努
力
を
し
て
い
き
た
く
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

京
田
辺
市
長
　
久
村
　
哲

今
後
も
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り

広 報 紙

創
刊
創
刊
５００
号
は
通
過
点

号
は
通
過
点 

創
刊
５００
号
は
通
過
点 
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識

基

本

認

識

 

基

本

認

識

 

基

本

姿

勢

 

樹
々
の
緑
が
一
層
深
く
な

っ
て
き
ま
し
た
本
日
、
平
成

１５
年
第
２
回
京
田
辺
市
議
会

定
例
会
を
招
集
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員

の
皆
様
に
は
、
時
節
柄
何
か

と
ご
多
用
の
な
か
ご
参
集
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
わ
が
ま
ち「
京
田
辺
」

を
京
都
府
南
部
地

域
の
中
核
都
市
と

し
て
、
魅
力
と
賑

わ
い
の
あ
る
、
キ

ラ
リ
と
輝
く
ま
ち

と
す
る
た
め
に

「
あ
な
た
と
共
に

ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
、

職
員
と
共
に
一
丸

と
な
っ
て
全
力
で

取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
私
の
市
政
運
営
に

関
す
る
考
え
方
の
一
端
を
申

し
上
げ
、
議
員
並
び
に
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

久
村
市
長
が
施
政
方
針
を
表
明

世
界
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
イ
ラ
ク
戦
争
・
イ
ラ
ク

の
復
興
支
援
、
北
朝
鮮
の
拉

致
・
核
保
有
問
題
、
政
治
・

社
会
の
変
動
な
ど
依
然
と
し

て
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
各

国
が
一
致
団
結
し
て
、
戦
争

な
ど
の
防
止
に
取
り
組
む
た

め
の
国
際
的
な
連
携
な
ど

を
、
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

２１
世
紀
が
「
平
和
・
人
権

の
世
紀
」
と
な
る
よ
う
に
、

平
和
の
う
ち
に
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る

と
と
も
に
、
自
然
と
共
生
す

る
社
会
の
構
築
が
こ
れ
か
ら

の
人
類
共
通
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
は
昨
年
に
地
球
温

暖
化
防
止
を
目
指
す
「
京
都

議
定
書
」
の
批
准
を
国
会
で

承
認
し
、「
持
続
可
能
な
開

発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会

議
」
な
ど
で
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
環

境
を
取
り
巻
く
問
題
は
年
々

久
村
哲
市
長
は
６
月
９
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会
本
会
議
で
、
平
成
１５
年

度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。『
緑
豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都
市
』
を
将

来
像
と
す
る
第
２
次
市
総
合
計
画
を
市
政
運
営
の
指
針
と
し
て
、「
ま
す
ま
す
変

動
が
著
し
く
な
る
社
会
経
済
情
勢
に
迅
速
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
様
の
立
場
に
た

っ
た
総
合
的
か
つ
機
動
的
な
行
政
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
２
面
に
施
政
方
針
の
概
要
を
掲
載
）

子
育
て
支
援
事
業
と

し
て
大
住
保
育
園
で

行
わ
れ
て
い
る
園
庭

開
放

私
は
「
京
田
辺
市
」
を

府
南
部
地
域
の
中
核
都
市

と
し
て
、
魅
力
と
賑
わ
い

の
あ
る
、
キ
ラ
リ
と
輝
く

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

に
、
次
の
三
つ
の
柱
を
基

本
姿
勢
と
し
て
市
政
運
営

に
当
た
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
第
１
の
柱
は

「
人
や
自
然
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま

す
。少

子
化
が
進
む
な
か
、

子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

と
そ
の
施
設
整
備
、
駅
や

小
・
中
学
校
な
ど
の
地
域

で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
、
介
護
保
険
制
度
や
社

会
福
祉
の
充
実
な
ど
の
地

域
に
お
け
る
生
活
支
援
・

環
境
整
備
の
推
進
、
環
境

へ
の
負
荷
の
低
減
や
循
環

型
社
会
の
構
築
に
向
け
た

自
然
と
の
共
生
・
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
推
進
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
第
２
の
柱
は

「
一
緒
に
学
び
つ
ど
う
ま

ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
、
社
会
教
育
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
多
岐
に

わ
た
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両

面
か
ら
の
環
境
整
備
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
地
域
の
文
化
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
生
涯

学
習
の
拠
点
施
設
の
整
備

検
討
、
同
志
社
大
学
等
の

学
生
と
市
民
と
の
交
流
の

促
進
や
地
域
の
公
民
館
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
、

地
域
文
化
・
芸
術
活
動
の

支
援
な
ど
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
男
女
が
家
庭
、
地
域
、

学
校
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ

る
場
で
共
に
協
力
し
、
責

任
を
担
う
と
と
も
に
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
そ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
し
、
共
に

輝
い
て
い
け
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、「
新
か
が
や
き

プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、「
一
緒
に
学
び

つ
ど
う
ま
ち
づ
く
り
」
を

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
の

中
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

大
き
く
深
刻
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
へ

の
対
応
に
は
一
刻
の
猶
予
も

あ
り
ま
せ
ん
。
京
都
議
定
書

の
早
期
発
効
と
す
べ
て
の
国

が
参
加
す
る
共
通
の
ル
ー
ル

の
構
築
が
早
急
に
必
要
で

す
。ま

た
、
私
た
ち
市
民
一
人

ひ
と
り
が
、
豊
か
な
地
球
環

境
を
将
来
に
残
す
た
め
に
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
世
界
の

食
糧
・
水
資
源
問
題
に
関
し

て
は
「
有
限
な
地
球
」
と
の

認
識
の
も
と
に
、
根
本
的
な

施
策
の
展
開
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、

デ
フ
レ
不
況
の
な
か
、
個
人

消
費
が
伸
び
悩
み
、
完
全
失

業
率
が
高
水
準
で
推
移
す
る

な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
を

取
り
巻
く
状
況
は
、
地
域
で

の
構
造
改
革
が
進
む
な
か
、

急
速
に
進
行
す
る
少
子
・
高

齢
化
へ
の
対
応
、
循
環
型
社

会
の
構
築
、
地
方
分
権
の
確

立
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
、
市
民
の
皆
様
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
よ
り

強
く
築
い
て
い
く
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

情
報
開
示
に
よ
る
行
政
の
透

明
化
、
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
必
要

と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
の
市
政
運
営
に
お
き

ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
認
識
し
、
今
後
、
ま
す
ま

す
変
動
が
著
し
く
な
る
社
会

経
済
情
勢
に
迅
速
に
対
応

し
、
市
民
の
皆
様
の
立
場
に

た
っ
た
総
合
的
か
つ
機
動
的

な
行
政
の
実
現
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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第
３
の
柱
は
「
活
力
あ

る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

で
あ
り
ま
す
。

若
者
が
集
い
賑
わ
う
駅

前
等
拠
点
の
整
備
充
実
に

よ
り
南
山
城
地
域
の
中
核

都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

都
市
機
能
の
充
実
・
新
た

な
産
業
立
地
の
推
進
・
産

学
官
の
連
携
を
強
化
し
た

産
業
の
創
出
・
元
気
な
産

業
の
復
活
の
支
援
・
高
齢

者
施
設
等
の
整
備
に
よ
る

生
き
生
き
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
と

活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
同
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

以
上
、
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
の
基
本
姿
勢
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
様
の
声
が
行
政
に
反

映
で
き
る
よ
う
に
、
市
民

参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
都
市
経
営
的
な
理
念

に
立
っ
た
事
務
事
業
の
効

率
的
な
執
行
を
行
う
と
と

も
に
、
財
源
確
保
と
そ
の

体
制
の
充
実
を
更
に
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

国
・
京
都
府
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

携
を
密
に
し
て
施
策
の
実

現
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

男  28，601人（+4） 

平成15年6月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，556人（-5） 
合計  58，157人（-1） 

世帯数  21，309世帯（+34） 

施政方針演説を述べる久村市長（6
月9日、議場）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
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7月の移動図書館『かんなび号』巡回表 

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。 
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。 

 新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

 

出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  

高 木  
南山東 

飯 岡  

3：40～4：10

4：20～4：50

3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：40～3：10

3：30～4：00

2：20～2：50
3：00～3：30
3：40～4：10
4：20～4：50

3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50

新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m

三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

お

知

ら

せ

 

薪水取公園前 

1 
15

8 
18 
� 

9 
23

2 
16

3 
17

10 
24

巡回日 曜日 地区名 巡回時間 駐車場所 

 

今
、
家
庭
で
そ
の
効
果
が

見
直
さ
れ
て
い
る
炭
。
燃
料

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
置
い
て
お
く
だ
け
で
、

消
臭
・
吸
湿
効
果
を
発
揮

し
、
ま
た
水

の
浄
化
に
も

そ
の
力
は
発

揮
さ
れ
ま
す
。

こ
の
本
は

炭
を
使
っ
た

イ
ン
テ
リ
ア

と
し
て
、
和

物
を
組
み
合

わ
せ
た
作
品

を
中
心
に
洋

物
ス
タ
イ
ル
も
織
り
ま
ぜ
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

炭
を
イ
ン
テ
リ
ア
の
ひ
と

つ
と
し
て
部
屋
に
飾
り
、
ア

レ
ン
ジ
な
ど
を
し
て
楽
し
む

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「
つ
く
っ
て
楽
し
む
炭
ア
ー
ト
」

道
祖
土
靖
子
／
著
　
創
森
社

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

中央図書館＝�65・2500

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

造
船
所
の
見
学
会

日
時
＝
７
月
３１
日
�
午
前

８
時
〜
午
後
５
時

見
学
先
＝
三
菱
重
工
業
�

神
戸
造
船
所
な
ど

定
員
＝
３０
人
。
た
だ
し
、

会
員
を
優
先
し
ま
す

参
加
費
（
昼
食
代
の

み
）
＝
２
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
書
い
て
送
付
。

ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
を
し
て

く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
７
月
１０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田

辺
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

か
が
や
き
　
石
橋
（
〒
６
１

料
理
部
会

日
時
＝
７
月
１９
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
＝
身
体
に
や
さ
し

い
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

講
師
＝
料
理
研
究
家
の
廣

江
佳
子
さ
ん

持
ち
物
＝
▼
エ
プ
ロ
ン
▼

三
角
巾
▼
手
拭
き
タ
オ
ル

参
加
費
＝
１
０
０
０
円

定
員
＝
２０
人

し
め
き
り
＝
７
月
４
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田

辺
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

▼
畑
（
�
・
�
６２
・
９
５
０

４
）
▼
谷
村
（
�
・
�
６３
・

同
志
社
大
学
で

冒
険
家
の
講
演
会

同
志
社
大
学
ア
ッ
セ
ン
ブ

リ
ー
ア
ワ
ー
実
行
委
員
会

は
、
世
界
を
歩
き
旅
を
し
た

男
・
石
川
直
樹
講
演
会
（
後

援
＝
市
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２３
日
�
午
後

１
時
１５
分
〜
２
時
４５
分

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
多
目
的
ホ
ー

ル
講
師
＝
冒
険
家
の
石
川
直

樹
さ
ん

テ
ー
マ
＝
「
地
球
を
旅
す

る
」入

場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学

学
生
課（
�
６５
・
７
４
１
０
）

養
護
学
校
で
体
験
講
座

日
程
＝
①
７
月
１４
日
�
午

前
１０
時
〜
正
午
②
９
月
８
日

�
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分
③

１０
月
２３
日
�
午
後
１
時
〜
３

時
３０
分
④
１１
月
１１
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分
⑤
１２

月
１１
日
�
午
後
１
時
〜
３
時

３０
分場

所
＝
南
山
城
養
護
学
校

（
精
華
町
）

内
容
＝
学
校
見
学
や
授
業

体
験
な
ど

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
２０
人
程
度

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
７
月
４
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
南
山

城
養
護
学
校
（
〒
６
１
９
・

０
２
３
１
、
精
華
町
山
田
、

�
７２
・
７
２
５
５
）

夏
期
く
ら
し
の
資
金

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

「
夏
期
く
ら
し
の
資
金
」
の

申
し
込
み
を
始
め
ま
す
。

対
象
＝
本
市
の
住
民
登
録

を
し
１
年
以
上
在
住
す
る
世

帯
主
で
、
暮
ら
し
に
必
要
な

生
活
資
金
や
療
養
資
金
な
ど

が
一
時
的
に
必
要
な
人
。
た

だ
し
、
同
資
金
（
夏
季
・
歳

末
）
の
償
還
が
済
ん
で
い
な

い
人
や
市
の
貸
付
金
・
公
的

扶
助
を
受
給
し
て
い
る
人
は

除
き
ま
す

受
付
期
間
＝
７
月
７
日
�

〜
１１
日
�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

正
午
と
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
協
議
会

貸
付
金
額
（
１
世
帯
）
＝

１０
万
円
以
内

申
込
時
に
必
要
な
も
の
＝

実
印申

込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

国
際
高
等
研
究
所
が

講
演
会
を
開
き
ま
す

日
時
＝
７
月
５
日
�
午
後

２
時
〜
４
時

場
所
＝
国
際
高
等
研
究
所

（
木
津
町
）

テ
ー
マ
＝
「
美
し
い
色
、

そ
し
て
快
い
光
」

講
師
＝
筑
波
大
学
名
誉
教

授
の
徳
丸
克
己
さ
ん

入
場
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
は
が
き
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
・
参
加
希
望

人
数
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
申
込
・
問
合
せ
先
＝
国
際

高
等
研
究
所「
徳
丸
講
演
会
」

係
（
〒
６
１
９
・
０
２
２
５

木
津
町
木
津
川
台
９
・
３
、

�
７３
・
４
０
０
１
、
�
７３
・

４
０
０
５
、
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スlec3@

iias.or.jp

）

２０
日
の
市
議
会

傍
聴
し
ま
せ
か

日
時
＝
６
月
２０
日
�
▼
午

前
の
部
…
午
前
１０
時
〜
正
午

ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
６
月
２４
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る

高
齢
者

内
容
＝
お
茶
会
後
、
誰
で

も
参
加
で
き
る
楽
し
い
ゲ
ー

く
ら
し
の
井
戸
端

会
議
が
会
員
募
集

「
く
ら
し
の
井
戸
端
会
議
」

は
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
か

か
わ
り
の
深
い
問
題
を
取
り

上
げ
、
く
ら
し
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
学
習
、
交
流
を
深

め
活
動
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
く
ら

し
の
井
戸
端
会
議
代
表
　
高

橋
（
�
６３
・
２
２
５
８
）

旧
軍
用
け
ん
銃
な
ど

所
有
で
き
ま
せ
ん

田
辺
警
察
署
は
、
銃
器
犯

罪
の
な
い
「
安
全
・
安
心
な

社
会
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
に
旧
軍
用
け

一
家
に
一
灯
作
戦

犯
罪
を
な
く
そ
う

夜
、
ま
ち
が
暗
い
と
犯
罪

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ご
家
庭
の
門
灯
を
つ
け

る
こ
と
で
ま
ち
が
明
る
く
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
警
察
署

文
化
協
会
が
懇
談
会

開
催
日
・
場
所
＝
▼
７
月

５
日
�
・
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
▼
６
日
�
・
打
田
公
民

館
▼
１３
日
�
・
山
本
公
民
館

▼
１９
日
�
・
田
辺
公
民
館
▼

留
守
家
庭
児
童
会

入
会
者
を
募
集

教
育
委
員
会
は
、
夏
休
み

に
留
守
家
庭
児
童
会
へ
入
会

者
を
募
集
（
＝
試
行
実
施
）

し
ま
す
。

対
象
者
＝
市
内
に
在
住

し
、
夏
休
み
の
期
間
中
、
両

親
が
勤
務
ま
た
は
病
気
な
ど

で
家
庭
で
児
童
の
保
育
を
す

る
人
が
い
な
い
小
学
校
１
〜

４
年
生

開
設
期
間
・
時
間
＝
７
月

１９
日
�
〜
８
月
３０
日
�
・
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時
。

た
だ
し
、
日
曜
日
・
祝
日
と

８
月
１３
日
�
〜
１６
日
�
は
除

き
ま
す

募
集
児
童
会
＝
田
辺
・
草

内
・
大
住
・
薪
・
松
井
ケ

丘
・
三
山
木
の
各
留
守
家
庭

児
童
会

定
員
＝
各
４０
人
。た
だ
し
、

植えてはいけない 
「けし」の特徴 

花の色は、白・赤・ 
紫などいろいろある 

茎がしっか 
りかりして 
白っぽい緑 
色、毛はほ 
とんどない 

葉のフチ 
は切れ込 
みが浅い 

花のすぐ下に苞葉があるの 
が、ハカマオニゲシの特徴 

葉の付け根が茎 
を抱き込んでいる 

「不正大麻」 
「けし」を撲滅しよう 

5月・6月は、不正 
大麻・けし撲滅運 
動の月間です。左 
のような「けし」 
を見かけたら、保 
健所までご連絡く 
ださい。 
問合せ先＝田辺保 
健所（�63－5745） 

今日、薬物乱用問題は全世界的な広がりを見せ、人間の生命
はもとより、社会や国の安全・安定を脅かすなど、人類が抱え
る最も深刻な社会問題の一つとなっています。
薬物乱用への誘惑は、いたる所に存在しています。
�眠気がとれる・元気になる・いやなことが忘れられる
�一回だけなら大丈夫・他の人もやっている・麻薬とは違う
合法的な薬　　　　　　
�スタイルがよくなる・ダイエットに効果があるなど巧みな
言葉で忍び込んできます。

こんな誘いを「ダメ！」と断る「勇気」を
持ちましょう！

6月26日は「6.26国際麻薬乱用撲滅デー」
麻薬・覚せい剤・大麻・シンナーの
乱用をなくしましょう！

国連薬物乱用根絶宣言（1998年～2008年）

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
実施期間：6月20日�～7月19日�

０
・
０
３
４
１
京
田
辺
市
薪

長
尾
谷
２６
・
２５
、
�
・
�

６２
・
２
２
０
１
）

現
在
入
会
中
の
１
〜
３
年
生

を
含
み
ま
す

入
会
は
下
学
年
を
優
先
し

ま
す
。

負
担
金
＝
５
０
０
０
円
。

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
負
担

金
と
保
険
料
（
５
０
０

円
）
・
振
込
手
数
料
（
２
１

０
円
）
・
在
職
証
明
書
（
父

母
と
も
）
を
添
え
て
同
課
へ

上
水
道
指
定
工
事
店

水
道
部
は
、
次
の
と
お
り

上
水
道
指
定
工
事
店
を
追
加

し
ま
し
た
。

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
�

山
之
内
工
務
店
…
宇
治
市
伊

勢
田
町
砂
田
３
・
６
（
�

２２
・
７
４
８
５
）

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

ご
み
減
量
化
推
進

委
員
を
募
集
し
ま
す

市
は
、
ご
み
減
量
化
推
進

委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。市

ご
み
処
理
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
市
民
や
事
業
者
と

と
も
に
循
環
型
社
会
の
構
築

を
図
る
た
め
同
委
員
会
を
設

置
し
、
種
々
検
討
し
て
い
ま

す
。
同
委
員
会
へ
市
民
の
意

見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
た

め
、
募
集
す
る
も
の
で
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住

す
る
２０
歳
以
上
の
人

▼
午
後
の
部
…
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
ご
ろ

集
合
時
間
＝
そ
れ
ぞ
れ
の

部
と
も
開
始
時
間
の
２０
分
前

集
合
場
所
＝
市
役
所
３
０

５
会
議
室

し
め
き
り
＝
６
月
１９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務

課
内
、
�
６４
・
１
３
２
６
）

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
を
開
催

府
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

を
開
き
ま
す
。

内
容
と
日
程
＝
▼
視
覚
障

害
者
…
①
７
月
２２
日
�
②
２５

日
�
③
８
月
４
日
�
④
５
日

�
⑤
８
日
�
▼
脳
性
ま
ひ
等

２６
日
�
・
新
興
戸
公
民
館

時
間
＝
午
後
８
時
か
ら

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会
事

務
局
（
社
会
教
育
課
内
、
�

６４
・
１
３
９
３
）

ん
銃
や
違
法
な
古
式
銃
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
実
弾
を
発
射

で
き
る
古
式
銃
や
形
見
・
遺

品
の
旧
軍
用
け
ん
銃
は
所
有

で
き
ま
せ
ん
が
、
進
ん
で
提

出
・
申
告
す
れ
ば
罪
は
軽

減
・
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
警
察
署

（
�
６３
・
０
１
１
０
）

（
�
６３
・
０
１
１
０
）

訂
正
と
お
詫
び

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
６
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
社
交
ク
ラ
ブ
が
会
員
を
募

集
」
の
記
事
の
な
か
で
、
中

級
の
開
催
曜
日
は
水
曜
日
の

誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

全
身
性
障
害
者
…
①
７
月
２２

日
�
②
２８
日
�
③
２９
日
�
④

８
月
８
日
�

場
所
＝
京
都
テ
ル
サ
（
京

都
市
）
ほ
か

内
容
＝
学
校
見
学
や
授
業

体
験
な
ど

申
し
込
み
方
法
な
ど
く
わ

し
く
は
、
社
会
福
祉
課
（
�

６４
・
１
３
７
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の

介
護
分
税
率
を
変
更

市
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
う
ち
介
護
保
険
分
の
税
率

を
平
成
１５
年
度
か
ら
下
表
の

と
お
り
改
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
介
護
保
険
料
の

３
年
ご
と
の
改
定
に
よ
る
も

の
。
な
お
、
医
療
分
の
税
率

は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
方
税
法
な
ど
の

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
６
月
２０
日
�

〜
２７
日
�
。
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
は
除
き
ま
す

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５

時
そ
の
他
＝
負
担
金
の
ほ
か

に
、
お
や
つ
代
と
し
て
１
日

７
０
円
が
必
要
で
す

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課（
�
６４
・
１
３
９
３
）

し
め
き
り
＝
６
月
３０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
清
掃

衛
生
事
業
室
（
�
６２
・
４
３

２
８
）

２
７
７
８
）

改
正
で
４
月
１
日
か

ら
基
礎
控
除
に
加
算

さ
れ
る
給
与
所
得
の

２
万
円
控
除
と
６５
歳

以
上
の
人
の
公
的
年

金
な
ど
に
か
か
る
所

得
の
１７
万
円
控
除
な

ど
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。平

成
１５
年
度
国
民

健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
は
今
月
中
旬

に
加
入
者
に
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保

年
金
課
（
�
６３
・
１

１
２
２
）

国民健康保険税介護納付金分の税率表 

※医療費分は変更ありません。 
※均等割・平等割の軽減額も変更となります。 

区 分 平成15年度 

所 得 割  
（前年分所得） 

平成14年度 

0.96/100

6,000円 均 等 割  
（1人あたり） 

0.122/100

6,500円 
平 等 割  
（世帯あたり） 4,000円 4,600円 

一
人
ひ
と
り
の

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成

福
祉
社
会
の
形
成 

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

子
育
て
支
援
の
基
盤
整
備

と
し
て
、
本
年
度
は
北
部
地

域
の
駅
前
保
育
の
実
施
に
向

け
、
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
と
と
も
に
、
保
育
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
施
設
の
整
備
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現

参
画
社
会
の
実
現 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
た
め

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
週
間
事
業
を
開

催
し
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

の
根
絶
の
た
め
の
啓
発
活
動

や
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
女
性
の
相
談
室
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進

教
育
の
推
進 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

１
年
生
の
基
本
的
な
生
活

習
慣
や
学
習
規
律
な
ど
の
定

着
や
学
校
生
活
へ
の
適
応
に

か
か
る
個
別
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
、
学
級
運
営
支
援
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
な
ど
を

考
え
、
学
級
運
営
費
・
図
書

費
・
修
学
旅
行
費
補
助
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
で
は
、
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
正
規

の
保
育
時
間
の
終
了
後
に
、

希
望
者
を
対
象
に
「
預
か
り

保
育
」
を
３
園
で
試
行
し
、

１６
年
度
か
ら
全
幼
稚
園
で
実

施
で
き
る
よ
う
、
研
究
・
実

践
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

松
井
山
手
地
区
で
は
、
集

合
住
宅
な
ど
の
建
設
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
乳
幼
児
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
増

築
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の

良
好
な
市
街
地
の 

育
成
育
成 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

三
山
木
地
区
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
で
は
、
近
鉄
京

都
線
の
高
架
化
工
事
の
継
続

や
地
区
北
東
区
域
の
一
部
の

街
区
で
、
使
用
収
益
の
開
始

な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。新

田
辺
駅
東
側
の
市
街
地

整
備
で
は
、
都
市
計
画
道
路

新
田
辺
草
内
線
の
整
備
計
画

を
基
に
、
地
域
・
地
権
者
の

方
々
の
意
向
を
お
聞
き
し
、

事
業
化
に
向
け
て
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

市
中
心
地
で
も
あ
る
市
役

所
周
辺
の
区
域
を
「
シ
ビ
ッ

ク
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
旧
府
農
業
総
合
研
究
所

花
き
部
跡
地
を
活
用
し
た
施

設
整
備
に
向
け
て
の
具
体
的

な
検
討
を
図
っ
て
ま
い
り
た

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実

都
市
機
能
の
充
実 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

市
北
部
の
都
市
計
画
変
更

を
含
め
た
都
市
計
画
道
路
の

整
備
方
針
を
基
に
、
本
年
度

は
都
市
計
画
変
更
案
を
作
成

し
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
施
設
・
運
動
広

場
、
京
田
辺
駅
西
側
駅
前
広

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
五
ノ
坪
下
ノ
河
原
線
と

田
辺
停
車
場
線
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

田
辺
公
園
で
は
、
全
面
供

用
開
始
に
向
け
、（
仮
称
）

花
見
山
及
び
野
球
場
駐
車
場

の
整
備
や
多
目
的
広
場
に
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま

す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造

快
適
環
境
の
創
造 
う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

自
然
環
境
の
保
全
と
環
境

教
育
の
普
及
の
た
め
の
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
環

境
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た

基
礎
調
査
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

増
加
す
る
家
庭
ご
み
や
産

業
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
を

防
止
す
る
た
め
、
不
法
投
棄

多
発
箇
所
に
監
視
通
報
シ
ス

テ
ム
機
器
や
啓
発
看
板
を
設

置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や

年
々
変
化
す
る
近
年
の
ご
み

状
況
に
対
応
可
能
な
処
理
施

設
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
新

設
・
改
良
が
必
要
と
な
る
施

設
の
建
設
に
向
け
、
さ
ら
に

検
討
を
行
っ
た
う
え
で
、
実

施
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備

上
下
水
道
の
整
備 

上
下
水
道
の
整
備 

上
水
道
事
業
で
は
、
本
年

度
も
老
朽
化
の
著
し
い
水
道

管
の
布
設
替
を
行
う
な
ど
管

路
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
と
と
も
に
、
テ
ロ
な
ど
の

反
社
会
的
行
為
に
よ
る
水
道

水
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め

に
、
施
設
へ
の
進
入
防
止
対

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
整
備
で

は
、
本
年
度
末
で
下
水
道
の

人
口
普
及
率
は
８６
	
、
処
理

面
積
は
８
３
０


と
な
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等

産
業
振
興
等 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 
豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

農
道
や
用
排
水
路
な
ど
農

業
基
盤
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
合
理
的
で
生
産
性
の
高

い
地
域
農
業
の
仕
組
み
を
確

立
す
る
た
め
、
新
地
域
農
場

づ
く
り
事
業
・
共
同
利
用
施

設
な
ど
に
助
成
す
る
と
と
も

に
、
地
域
農
業
の
担
い
手
育

成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
不
況
対
策

緊
急
支
援
事
業
や
商
工
会
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
商

業
活
性
化
ソ
フ
ト
戦
略
実
現

化
事
業
に
基
づ
く
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
導
入
事
業
に
対
し

て
、
継
続
し
て
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

大
住
工
業
専
用
地
域
拡
大

事
業
で
は
、
本
年
度
も
関
係

機
関
と
の
調
整
を
行
う
ほ

か
、
事
業
用
地
の
整
備
に
着

本
年
度
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
「
市
民
に
役
立
つ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
市
民
手
帳
電
子

版
を
テ
ー
マ
に
刷
新
し
、
暮

ら
し
の
情
報
や
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
総
合
計
画
を

見
直
す
た
め
の
策
定
作
業
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
効
率

的
で
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

検
討
、
人
材
育
成
の
推
進
な

ど
、
よ
り
一
層
の
行
政
改
革

の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

三
山
木
福
祉
会
館
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
業
務
に
加
え
、

周
辺
地
域
を
含
め
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

「
市
民
課
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進

地
域
情
報
化
の
推
進 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

介
護
保
険
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
促
進
、
正
確
か
つ

迅
速
な
認
定
の
た
め
の
介
護

認
定
体
制
の
拡
充
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
効
果
的

な
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
を

介
護
サ
ー
ビ
ス
適
正
化
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
秋
か
ら
、
精

神
科
医
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
不
妊
治
療
を

し
て
い
る
夫
婦
に
対
し
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

治
療
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

知
的
障
害
者
の
通
所
授
産

施
設
で
あ
る
「
た
な
べ
緑
の

風
作
業
所
」
第
２
作
業
所
に

つ
い
て
も
、
そ
の
整
備
に
向

け
た
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
営
住
宅
の
整
備
で
は
、

三
山
木
地
区
に
３
団
地
を
統

合
し
て
、
建
替
を
行
う
た
め

の
造
成
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

墓
地
整
備
で
は
、
本
年
度

中
の
供
用
開
始
に
向
け
用
地

取
得
及
び
墓
地
の
造
成
工
事

な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。洪

水
時
の
円
滑
か
つ
迅
速

な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め

に
、
本
市
地
域
防
災
計
画
を

改
正
し
そ
の
必
要
な
事
項
を

定
め
る
と
と
も
に
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

防
災
情
報
の
周
知
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
北

部
出
張
所
の
消
防
・
救
急
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の

造
成
、
調
整
池
の
築
造
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

草
内
工
業
地
域
周
辺
等
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
の
整
備
の
方

向
を
検
討
し
た
く
考
え
て
お

り
ま
す
。

観
光
関
係
で
は
、
甘
南
備

山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
案

内
板
の
設
置
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の 

自
立
を
支
え
る
地
域 

福
祉
社
会
の
形
成 

人
権
尊
重
の
ま
ち 

づ
く
り
と
男
女
共
同 

参
画
社
会
の
実
現 

秩
序
と
均
衡
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た 

産
業
振
興
等 

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進 

う
る
お
い
の
あ
る 

快
適
環
境
の
創
造 

良
好
な
市
街
地
の 

育
成 

都
市
機
能
の
充
実 

地
域
情
報
化
の
推
進 

行
財
政
の
効
率
化

行
財
政
の
効
率
化 

行
財
政
の
効
率
化 

上
下
水
道
の
整
備 

施
政
方
針
の
概
要

施
政
方
針
の
概
要
（
１
面
か
ら
続
く
）

１
面
か
ら
続
く
） 

施
政
方
針
の
概
要
（
１
面
か
ら
続
く
） 

ム
で
心
と
体
を
動
か
す

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社会体育 
協　　会 

野外活動 
センター 

学研都市 

図 書 館  

消防団  

福 　 祉  

国 　 保  年 　 金  

保 　 健  税 相 　 談  統 　 計  

消 　 防  e t c .

中　央  
公民館  

田　辺  
児童館  

中　央  
体育館  

耳より  
情　報  

文 　 化  
協 　 会  

募　集  
します  

国保年金 

とうちく 

消費生活 
メ　　モ 

田辺公園 
プ ー ル 

社会福祉社会福祉 
協 議 会 

水 　 道  下水道  

国 　 際  
交 　 流  

社会福祉 
協 議 会 

せせらぎ 常磐苑  
普賢寺  
児童館  警 　 察  観光協会 



広 報 き ょ う た な べ ＜ 4 ＞

【
サ
ッ
カ
ー
】

日
時
＝
７
月
１３
日
�
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
培
良
中
学
校

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳

以
上
の
人

参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
１
０

０
０
円

し
め
き
り
＝
６
月
２７
日
�

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
】

日
時
＝
７
月
２７
日
�
９
時

か
ら場

所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

市
は
、
こ
の
ほ
ど
市
民
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
行
っ
た

「
お
墓
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
結
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市

民
の
墓
地
需
要
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
墓
地
整
備
事

業
を
進
め
る
た
め
に
市
が
行

っ
た
も
の
で
す
。
住
民
基
本

台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
１
７
４
９
世
帯
を
対
象

に
、
郵
便
に
よ
る
送
付
・
回

収
方
法
で
実
施
。
回
収
数
は

６
９
０
で
回
収
率
は
３９
	
で

し
た
。

市
は
、
今
後
墓
地
の
整
備

を
行
っ
て
い
く
上
で
、
こ
れ

ら
の
結
果
を
活
用
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

「
あ
な
た
は
墓
な
ど
を
確

保
し
て
ま
す
か
」
の
設
問
に

対
し
、
６２
	
の
人
が
確
保
し

て
い
る
と
回
答
。
墓
を
確
保

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
３０
歳
以
上
の

人
チ
ー
ム
構
成
＝
３０
歳
代
男

女
３
〜
４
人
、
４０
歳
以
上
男

女
３
〜
４
人
の
合
計
６
〜
８

人
で
１
チ
ー
ム

参
加
費
＝
▼
社
会
体
育
協

会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
登
録
チ
ー
ム
…
５
０
０
円

▼
同
未
登
録
チ
ー
ム
…
１
０

０
０
円

抽
選
会
＝
７
月
１８
日
�
午

後
７
時
３０
分
か
ら
・
田
辺
中

央
体
育
館

し
め
き
り
＝
７
月
１１
日
�

午
後
５
時

生け垣がはみ出ていると道路が狭くなり、歩
行者と車の接触事故が起こる可能性があります。
みんなの道路が安全に利用できるよう市民一

人ひとりが生け垣の適切な管理に努めてくださ
い。
問合せ先＝土木課（�64-1344）

旧
来
の
共
同
墓
地 

民間の霊園 

納骨堂 その他 
複数回答 

寺院墓地 

寺院墓地 旧来の共同墓地 

旧来の共同墓地 
Q.どのような墓を選びたいですか Q.どのような墓を選びたいですか 

75%75%

市

営

墓

地

市

営

墓

地

 

市

営

墓

地

 

9%

6%

3%

3%
3%

1%

さ
れ
て
い
な
い
人
に「
今
後
、

墓
を
確
保
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
確
保
し
よ
う
と
思
う
」

が
５７
	
・
「
わ
か
ら
な
い
」

が
２２
	
・
「
確
保
し
よ
う
と

考
え
て
い
な
い
」
が
２１
	
で

し
た
。

ま
た
、
墓
を
確
保
し
た
い

と
答
え
た
人
に
「
ど
こ
に
確

保
し
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と

こ
ろ
、
９３
	
の
人
が
「
市
内

で
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
墓

を
選
び
た
い
で
す
か
」に
は
、

「
市
営
墓
地
」
が
７５
	
と
も

っ
と
も
多
く
、「
旧
来
の
共

同
墓
地
」「
寺
院
の
墓
地
」

と
続
い
て
い
ま
す
。

納
骨
堂
も
３
	
あ
り
ま
し

た
。問

合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

第二京阪道路　Ｑ＆Ａ第二京阪道路　Ｑ＆Ａ 第二京阪道路　Ｑ＆Ａ第二京阪道路　Ｑ＆Ａ 第二京阪道路　Ｑ＆Ａ

【
田
辺
公
園
野
球
場
本
部

席
】全

日
＝
３
０
０
円

【
草
内
木
津
川
運
動
公
園

野
球
場
】

平
日
＝
８
０
０
円

土
・
日
・
休
日
＝
１
２
０

０
円い

ず
れ
の
料
金
も
使
用
時

間
は
２
時
間
で
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
課

（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
）

みなさんの疑問にお答えします

市
営
墓
地
を
望
む
声
多
く 

市
営
墓
地
を
望
む
声
多
く 

市
営
墓
地
を
望
む
声
多
く

市
営
墓
地
を
望
む
声
多
く 

市
営
墓
地
を
望
む
声
多
く 

今
後
の
整
備
事
業
の
参
考
に

館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

�
６２
・
１
５
３
４
）

第二京阪道路と周辺の道路

第二京阪道路が開通して2か月余りが経ちました。開通後、市役所へ市民
のみなさんからいくつか質問が寄せられましたのでその一部を紹介します。

幡東です。
本市中南部の人は、国道307号から枚方東へ、また、
本市北部の人は、市・府道を通って八幡東を利用するの
が便利です。

【Q4】市内から大阪方面に行くには？
【A4】第二京阪道路は国道307号から大阪側がまだ開
通していないので、本市からは国道307号バイパス道路
である枚方東部線や枚方藤阪線などを使って、国道1
号へ向かいます。
本市近辺で大阪方面へのインターチェンジは、京田
辺本線料金所付近に設置予定の京田辺松井インターチ
ェンジと、国道307号との交差部の大阪側に設置予定
の枚方南インターチェンジ（仮称）の2つです。いず
れも第二京阪道路が近畿自動車道（門真市）までつな
がった時に開設される予定で、現在は利用出来ません。

【Q5】一般国道部は、いつ開通するの？
【A5】一般国道部の開通時期は現在のところ未定ですが、
今年度中の開通を目指して、国土交通省が工事を進めてい
ます。ただし、木津川を渡る区間は、第二京阪道路が近畿
自動車道までつながった時に、開通される予定です。

【Q6】第二京阪道路から名神高速道路へ直接入れるの？
【A6】今回の開通に併せて、京滋バイパスが久御山ジャ
ンクションまで延長され、第二京阪道路に接続したので、
直接、名神高速道路に入ることが出来るようになりました。
また、料金体系が変更になり、「入口発券出口徴収方式」
になったの
で、瀬田東
インターチ
ェンジでも
停 止 せ ず
に、目的地

のインターチ
ェンジまで走
行して料金を
支払うように
なりました。
問合せ先＝
都 市 計 画 課
（�64-1348）

第二京阪道路・京滋バイパス料金表 

第二京阪道路 京滋バイパス 

普通車・通行 
１回あたりの 
通行料金です 
　（単位：円） 

ー 

ー ー ー 

ー 

ー ー ー 久御山南 

ー 

南郷 

ー 

ー 

100

宇治東 

ー 

ー 宇治西 

巨椋 

笠取 

200

350

300

ー 巨椋池 550ー 300

1,000

枚方東 ー ー 450 550 650

瀬田東 

550

650

ー 

300

700

ー 

950

ー 1,150900ー 1,300

ー 

八幡東 600ー 350 850

ー 

ー ー 250

800

150

200

ー 

450

550

石山 

600

【Q1】開通した区間
は？
【A1】3月30日に開
通した区間は巨椋池イ
ンターチェンジ（久御
山町）から枚方東イン
ターチェンジ（枚方市）
まで（10.5㌔）と、第
二京阪道路に併設され
た一般国道の一部区間
（約7.6�）です。
また、京滋バイパス
の巨椋インターチェン
ジから久御山ジャンク
ションの間（1.7�）
もこの道路の開通に併
せて延長され、同道路
とつながりました。

【Q2】インターチェ
ンジは、どこにある
の？
【A2】インターチェ
ンジは、南から枚方
東・八幡東・久御山
南・巨椋池です。これ
らはハーフインターチェンジで、どちらか片方向だけに乗り降りす
ることができるようになっています。
京都方面へ向かう場合は枚方東・八幡東を、大阪方面へ向かう場
合は久御山南・巨椋池を利用していただくことになります。

【Q3】市内から第二京阪道路を利用して京都へ行くには、どうす
ればいいの？
【A3】本市付近で京都方面へのインターチェンジは、枚方東と八

木津川木津川
木
津
川

木
津
川 

大阪へ 

24

307

城陽IC城陽IC

田辺西IC田辺西IC

京滋
バイ
パス
 

八
幡
木
津
線

八
幡
木
津
線 

八
幡
木
津
線 

内里城陽線 内里城陽線 

枚方藤阪線 枚方藤阪線 

八幡東IC

宇治西IC宇治西IC

（京田辺松井（京田辺松井IC） （京田辺松井IC） 

京田辺市 

城陽市城陽市 城陽市 

八幡市八幡市 八幡市 

宇治市宇治市 宇治市 

枚方市 

久御山町久御山町 久御山町 

桂
川
桂
川 

桂
川 

山手幹線
山手幹線 
山手幹線 

京
奈
道
路 

（京田辺本線料金所）（京田辺本線料金所） （京田辺本線料金所） 

１ 
田辺北IC田辺北IC

巨椋IC

久御山JCT久御山JCT

宇
治
川

宇
治
川 

宇
治
川 

枚方東IC

枚方東部線
枚方東部線 
枚方東部線 

巨椋池IC巨椋池IC

久御山南IC久御山南IC
城
陽
宇
治
線

城
陽
宇
治
線 

城
陽
宇
治
線 

第
二
・
京
滋
か
ら
直
接
名
神
へ

アンケート調査道路に生け垣、はみ出ていませんか 野
球
場
の
使
用
料

改
定
し
ま
し
た

市
は
、
田
辺
公
園
野
球
場

と
草
内
木
津
川
運
動
公
園
野

球
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
終
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同

施
設
の
使
用
料
を
改
定
し
ま

し
た
。

【
田
辺
公
園
野
球
場
】

平
日
＝
１
２
０
０
円

土
・
日
・
休
日
＝
１
８
０

０
円

府
民
総
体
予
選

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

日
時
＝
７
月
２０
日
�
午
前

８
時
４０
分
か
ら

場
所
＝
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の

人
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
５
０

０
円し

め
き
り
＝
７
月
１
日
�

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
社
会

体
育
協
会
事
務
局
へ
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育

館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

�
６２
・
１
５
３
４
）

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

市
民
兼
府
民
総
体

予
選
会
開
き
ま
す

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委

員
会
は
、
市
民
総
体
お
よ
び

府
民
総
体
予
選
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
社
会

体
育
協
会
事
務
局
へ
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育


